
～鎌倉探訪～ 

Sustainable Tourism 

について考える fieldwork   

にトライ！ 
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鎌倉市『かまくら課外授業ガイド』より 



           実 施 要 綱             

【目的】 ①修学旅行の事前学習の一環として、グループごとに探訪する場所・コースの計画

立案を行い、それに従って行動する。歴史や文学の名所を見学することで、古都

鎌倉への関心を高める。 

     ②SDGs の目標 12『つくる責任つかう責任』の b. 「地域に仕事を生み出したり、

地方の文化や特産品を広めるような持続可能な観光業」に対して、フィールドワ

ークを通じて「鎌倉における持続可能な観光」についての具体的な方策を考える。 

     ③SDGs を視野に入れた、30 秒程度の鎌倉観光 PR 動画を作成する。 

【目時】 2022 年 4 月 20 日（水） 9：45～15：00 

【集合】 9：45 JR 北鎌倉駅前 または JR 鎌倉駅東口改札出て左側エリア 

（すべての班員が集合したら、班長が先生に報告し、班ごとに出発。） 

【解散】 14：45～15：00  鶴岡八幡宮の大銀杏前 

    （すべての班員が集合したら、班長が先生に報告し、班ごとに解散。） 

【服装】 歩きやすい私服、歩きやすい靴、通学カバンまたはデイパック 

【持ち物】パンフレット、筆記用具、水筒、スマートフォン（カメラ） 

小遣い（交通費・昼食代・入館料・土産代）、帽子、タオル 

【引率】 高２学年教員 6 名 

【注意事項】 

①起床時に検温し、健康管理カードを提出する。発熱、体調不良等の場合は参加しないこと。 

②当日欠席は 8時までにClassiで連絡する。遅刻しそうな場合は山瀬先生（090‐9966‐6312） 

に連絡を入れること。 

③感染症対策を厳守（不織布マスクの常時着用、グループ行動の際には、ソーシャルディス

タンスを遵守し、食べ歩き禁止。携帯用アルコール除菌スプレー・シートなどを携行）する。 

④寺社仏閣・美術館等の見学中は、飲食厳禁。ただし、休憩中は水分補給をまめに行う。 

⑤神社仏閣などでは、特に「TPO」（時：time，所：place，場合：occasion）に注意する。 

⑥写真・動画撮影をする際は、撮影禁止の場所やプライバシーを侵害しないこと。他の見学

者の迷惑にならないように注意する。 

⑦文化財は大切に扱う。（法律により罰せられます。） 

⑧移動中は 

（1）前後で距離を取り、横に広がって歩かない。 

（2）道が狭いので、車や他の通行人の動きに気をつける。 

（3）踏切（江ノ電・JR）では、十分に注意をする。 

（4）公共交通機関では、一般常識・マナーを守り、一般の方に迷惑をかけないようにする。 

（5）班で決めた見学コースからは外れない。 

⑨寄り道をしないで帰宅する。 



 ✍ ☆グループ作りにトライ！  

    組    班 班長                   

メンバー          ・          ・          ・            

①「探訪プラン」を作成する。 

＊主な探訪場所を決める：見学できる範囲は、配付した地図に指示してある。 

【必須場所】鶴岡八幡宮（参拝する時間を考えて行程表作成） 

  *大河ドラマ「鎌倉殿の 13 人」の放送に合わせて、鶴岡八幡宮境内に大河ドラマ館が 

開館中。 

【選択場所】地図のエリア内で、鶴岡八幡宮を除く神社仏閣を最低３か所選ぶ。 

  *悪天候に備え、文学館・美術館などもルートに入れると良い。 

②「行程表」を作成する。 

 ＊注意 1 

*スタート 9:45 → 各班のプランをもとに、鎌倉駅か北鎌倉駅のどちらか選択。 

*ゴール 14:45～15:00 → 鶴岡八幡宮の大銀杏前に到着。 

 ＊注意 2 

*移動は公共交通機関か徒歩 → 時間内に選択箇所を回れるようにする。 

  *使用交通名、乗車区間、所要時間、料金など（乗り換え含む）も記入する。 

 ＊注意 3 

  *行動グループで利用したい昼食場所のお店の候補が、神奈川県「マスク飲食実施店」の 

リストに入っているか確認する。 

*確認後、行程表・事前調べに記入。行程表チェック終了後、必要ならば予約する。 

☆「マスク飲食実施店」認証店舗および「対象者全員検査」「ワクチン・検査パッケージ制度」 

登録店舗一覧  https://www.pref.kanagawa.jp/docs/r5k/mask_list.html 

③「事前学習 探訪場所調べ」 

 ＊見学先がどのような場所か。歴史、特徴、みどころ、エピソードなど調べる。 

④「ルートマップ route map」を作成する。 

 ＊決定した行程を配付された地図に記入し、経路図（route map）を作成する。 

*行程順に矢印をつけ、見学先は○で囲む。 

⑤「鎌倉観光 PR 動画」を作成する。 

＊実施要綱にある注意事項を守って写真や動画を撮影（スマホ可）しておき、事後学習とし

て SDGs を視野に入れた 30 秒程度の鎌倉観光 PR 動画を作成する。 

⑥「振り返り」 

 ＊「鎌倉における持続可能な観光」についての具体的な方策を考え、裏表紙に記入する。 



 ✍ ☆探訪プラン作成にトライ！  

主な探訪場所 

①             ②            ③             

④            ⑤            ⑥             

行程表 

時間 訪問場所 移動手段 料金 

 9：45 鎌倉駅   ・  北鎌倉駅   出発   

10：00    

10：15    

10：30    

10：45    

11：00    

11：15    

11：30    

11：45    

12：00    

12：15    

12：30    

12：45    

13：00    

13：15    

13：30    

13：45    

14：00    

14：15    

14：30    

14：45    

15：00 鶴岡八幡宮の大銀杏前 集合   

 

昼食場所（店名）：               

現地での費用合計（交通費・入場料・昼食代等）              円 



 ✍ ☆事前学習 探訪場所調べ  

＊探訪場所：【                 】 

１．どのような場所か（事前）                                      

                                                        

                                                        

 

２．拝観料の有無 〔  有  ・  無   〕     *ある場合 →         円 

 

３．感想・振り返り（見学後）                                         

                                                        

                                                        

＊探訪場所：【                 】 

１．どのような場所か（事前）                                      

                                                        

                                                        

 

２．拝観料の有無 〔  有  ・  無   〕     *ある場合 →         円 

 

３．感想・振り返り（見学後）                                         
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１．どのような場所か（事前）                                      

                                                        

                                                        

 

２．拝観料の有無 〔  有  ・  無   〕     *ある場合 →         円 

 

３．感想・振り返り（見学後）                                         

                                                        

                                                        



＊探訪場所：【                 】 

１．どのような場所か（事前）                                      

                                                        

                                                        

 

２．拝観料の有無 〔  有  ・  無   〕     *ある場合 →         円 

 

３．感想・振り返り（見学後）                                         

                                                        

                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆昼食場所（店名）：【                 】℡           

１．どのようなお店か（事前）                                      

                                                        

                                                        

 

２．昼食の値段 → 約        円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鎌倉市『かまくら課外授業ガイド』より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鎌倉市『かまくら課外授業ガイド』より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鎌倉市『かまくら課外授業ガイド』より 



 ✍ ☆古都鎌倉では、ルールを守って行動しよう！ 

－神社仏閣について－ 

☆神社仏閣では、心静かに参拝するようにしましょう。観光施設である以前に、神様や仏様が祀
まつ

られる神聖な場所です。境内に入る際には、軽くおじぎをするなどしてから入りましょう。 

 

☆貴重な文化財を守るために、ルールを守りましょう。鎌倉の神社仏閣には、重要な文化財や

歴史的に価値のあるものがたくさんあります。これらをきちんと保護し後世に伝えるため、指

定された立入禁止、撮影禁止などのルールは守りましょう。 

 

－街なかについて－ 

☆住んでいる人の迷惑にならないように、心がけましょう。鎌倉は、観光都市であるとともに、

首都圈でも有数のベッドタウンと位置づけられています。このため、観光・散策ルートにも一

般の住宅がたくさん軒を連ね、それが鎌倉らしい景観を醸し出すことに一役買っています。と

ころが、住宅をのぞきこんだり、勝手に敷地内に入り込んだりする心ない人がいて、住民の方

は大変困っています。住んでいる人のご迷惑にならないようお互いに気持ちよく過ごせるよう

に心がけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終集合

場所 
☆［ゆっくり・のんびり］を心がけ、交

通安全に気をつけましよう。 

鎌倉のまちづくりは、幕府を守るための

城塞
じょうさい

都市がスタートとなっていて、道は

狭くわざと曲がり角を多くして、分かり

にくくしています。そのため観光客が多

く訪れる鎌倉では、狭い地域に大勢の方

が集中して、狭い道に人があふれたり、

歩道をはみ出してしまうことが多々あり

ます。お互いに道を譲り合い、車やバイ

ク、自転車にも十分気を配りながら歩き

ましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鎌倉市『かまくら課外授業ガイド』より 
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鎌倉市『かまくら課外授業ガイド』より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鎌倉市『かまくら課外授業ガイド』より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鎌倉市『かまくら課外授業ガイド』より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鎌倉市『かまくら課外授業ガイド』より 



 

 

 

＊誰ひとり取り残されることなく、人類が安定してこの地球で暮らし続けることができるよう

に世界のさまざまな問題を整理し、解決に向けて具体的な目標を示したのが SDGs（持続可能

な開発目標）です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
日本ユニセフ協会『SDGs CLUB』より 



 ～持続可能な観光（サステナブル・ツーリズム Sustainable Tourism）～ 

『日本政府観光局（JNTO）』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊国連世界観光機関（United Nations World Tourism Organization =UNWTO）によると、

世界の国際旅行者数は 2010 年以降増加傾向にあり、新型コロナウイルス感染症流行前の 2019

年には 14.6 億人に達しました。こうした旅行者の増加は、地域の社会経済の活性化や雇用の創

出に貢献すると同時に、過度に旅行者が集中する地域では、自然環境やその地に暮らす人々の

生活に大きな負荷が発生するなど、観光の負の側面も明らかになりました。このような課題へ

の対応として、かねてより UNWTO は「持続可能な観光（サステナブル・ツーリズム）」の推

進を提唱しています。UNWTO はサステナブル・ツーリズムを「訪問客、産業、環境、受け 入

れ地域の需要に適合しつつ、現在と未来の環境、社会文化、経済への影響に十分配慮した観光」

と定義し、様々な活動を通じてその重要性を観光に携わる世界の関係者に発信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

～日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS⁻D）～  

＊日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS⁻D）は、持続可能 

な観光を推進するため、各地方自治体や観光地域づくり法人 

（DMO）等が持続可能な観光地マネジメントを行うための観光 

指標です。日本の特性を各項目に反映した上で、観光地向けの 

持続可能な観光の国際基準「GSTC⁻D（Global Sustainable  

Tourism Criteria forDestinations）」に準拠した指標となって 

います。                                『観光庁』HP より 



～鎌倉探訪～Sustainable Tourismについて考える fieldwork振り返り  

☆今回のテーマは、鎌倉を探訪して「持続可能な観光についての具体的な方策を考える。」でした。印

象深かった探訪場所を思い浮かべながら、SDGs の目標と照らし合わせて、何ができるか、何をし

たらよいか、など、個人またはグループで考えた方策を具体的に書きましょう。 

 

                                           

                                                                                  

                                                                                  

                                                                                  

                                                                                  

                                                                                  

                                                                                  

                                                                                  

                                                                                  

                                                                                  

                                                                                  

                                                                                  

                                                                                  

                                                                                  

                                           


